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当研究会が考える地域活性化の捉え方
「地域活性化のマーケティング」フレームとその認識

（出所）宮副謙司（2018）「青山学-地域活性化のマーケティング」『青山学報』264号を更新（2022）

地域資源

・地理（自然）
・歴史（文化）
・産業
・生活（人）

担い手

行政
民間
（住民）
（企業）
NPO

受け手

・消費者

・企業や
団体等

地
元

他
の
地
域

価値の創造
（着眼と編集）

価値の伝達
（コミュニケーション）

価値の提供
（販売・サービス）

協働・参画

継続的購入・利用支援・投資

地域価値
■地域のコンセプト

■具体的な施策
・モノづくり（産品）
・コトづくり
（観光・イベント・活動）
・場づくり（拠点）
・ヒトづくり（教育）

（地域の
社会課題）

共鳴・共感



3

本日の研究発表にあたって

■地域活性化マーケティング研究会が捉える地域活性化

-話題先行の産品開発や一過性の集客イベントづくりでなく
地域の地理・歴史・産業・生活など本来持つ資源の可能性に
着眼し、地域住民が主体的な意識（シチズンシップ）で取り組む
ことと捉える

-そうした取り組みが、多くの関係者の共感を生み、その参画
を増やしていくことになると考える（地域活性化の本質）

➡企画運営メンバーのこれまでの研究及び自らの実践を経て
「シビックエンゲージメント」意識・行動が、地域住民・行政・
企業、さらに大学にもますます重要になってきていることが
明らかになってきた
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シビックエンゲージメント（Civic Engagement）とは

■シビックエンゲージメント（市民としての社会への関与）とは、
①自分の暮らすコミュニティでの生活に変化をもたらすために
働きかけること

②そのために知識、技術、価値および動機を発達させること
・・を意味する（Ehrlich,2000など）

重要

■当研究会としては、「シビックエンゲージメント」とは、
「市民として主体的に社会に関わっていくこと」と捉える

-自らの所属する（住む）社会コミュニティの特徴をいかし
そこをより良く、住みやすい場所にしていく

-一方で、地域の社会的な課題があれば、それを理解し、
それを解決していく

➡地域活性化を生み出す動機、行動のモチベーションとなる
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「シビックエンゲージメント」（シチズンシップとそれを持つ行動）が、本質的な
地域活性化の活動を生み、実現を支え、動きを加速させる

（出所）宮副謙司作成（2025）
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本日の研究発表にあたって（つづき）

■今年度の研究報告では、

-地域住民・企業・大学・行政それぞれが、あるいは相互に
関係して「シビックエンゲージメント」意識・行動から
地域活性化を生み出してきた米国ポートランドの2025年
現在の最新事例を報告する

-シビックエンゲージメント活動の主体者及び受け手、支援者
として、地域行政、商業施設、学生、地域住民の最近の
取組みの事例研究を報告する

■そして、それらを踏まえて、今後の地域活性化をいかに
進めていくかを考える機会としたい
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本日の研究発表の目次

1．米国ポートランドの最新事例にみるシビックエンゲージメントと
地域活性化（宮副謙司・内海里香）

2．地方自治体のシビックエンゲージメント受け入れ事情と地域活性化
（佐々木秀之）

3．地域商業施設のシビックエンゲージメント活動装置・機会とその活用
（徳山正実）

4．大学生のシビックエンゲージメント活動による地域活性化の試み
（青木洋高）

5．伝統祭礼『長崎くんち』にみるシビックエンゲージメントと地域活性化
（田中直高）

6．企画運営メンバー相互ディスカッション及び全体ディスカッション



米国ポートランドの最新事例にみる
シビックエンゲージメントと地域活性化
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（参考事例）
地方創生先進地域（米国ポートランド）に見るSDGsの取組み

■ポートランドでは人々に地域意識（生活環境を良くしたい）や
「シチズンシップ」が備わり、地域活性化につながっている

（出所）宮副謙司・内海里香（2017）『米国ポートランドの地域活性化戦略』同友館。
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（事例）ポートランドの地域活性化 その担い手と実現要因

（出所）宮副謙司・内海里香（2017）『米国ポートランドの地域活性化戦略』を加筆修正（2020）
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（事例-1）ポートランド州立大学：PSUの取組み
「Land Acknowledgement」地域の立地・歴史から、活動を起こす

（2025年8月）ポートランド州立大学-School of Social Workの教室フロア
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（参考）
地域資源の現状分析-GHIL分析：4つの観点から地域資源を整理する

地理 （Geography） 歴史 （History）

産業 （Industry） 生活 （Life）

（出所）ABS宮副研究室：宮副・佐伯・藤井（2017）
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（事例-2）「パブリック・ストリート・プラザ」
地域コミュニティの場-民間（企業）発で地域住民・行政も巻き込む

■従来の「シティリペア」「ブロックパーティ」を恒常化・常設化

（2025年7月）ポートランド市SE 37th Ave：Hawthorneエリア

（出所）PBOT Facebook（2025年10月2日入手）
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（事例-2）「パブリック・ストリート・プラザ」
地域コミュニティの場-民間（企業）発で地域住民・行政も巻き込む

■市交通局（PBOT）も追認し制度化、市内各所で盛り上がる

（2025年7月）ポートランド市SE 28th Burnside: Rose Street Plaza
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事例：住民・企業からシビックエンゲージメント活動を生み出す
「ストリートブラザ」の取組みなどから地域活性化への示唆

■コミュニティは、人が集まる：会話のある場づくりから始まる

■人が集まる：会話のある場は、椅子を置くところから始まる

（2025年9月千里東町公園）

（2025年9月徳島県神山町） （2025年9月徳島県神山町）

（2025年9月徳島県神山町） （2025年9月徳島県神山町）

（2025年7月ポートランド：ホーソン地区）
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（参考）米国ポートランドに関する参考文献
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（参考）
ポートランド州立大学のシビックエンゲージメント関連の参考文献
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（参考）「シチズンシップ」について

■社会コミュニティに関わる市民としての意識を「シチズンシップ」
それを備える人こそ「社会人」ということができる

シチズン
シップ

社会
コミュニティ

■（地域において）
行政（が行う活動）
企業（が行う活動）
団体（が行う活動）

＊地域＝ローカルから地球環境まで

シチズンシップを持って社会に関わる
①知る・理解する
②いいところ/課題を見つけこれからを考える
③関わる活動をする（参加する➡自ら起こす）

受け身から主体へ
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（参考）「シビックスキル」
社会人意識＝「シチズンシップ」を身に付け、高める方法論

■シチズンシップを醸成する＝市民として必要な意識・行動を
身に付けるための具体的なスキル（シビックスキル）の高め方

（出所）米国ポートランド州立大学（PSU）行政学部-パブリックサービス研究実践センター（CPS）「CBL研修資料」
（2021年10月）、「青学向け特別研修資料」（2022年3月）をもとに、宮副謙司が作成（2022）
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